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1. 背景
経団連は“戦略的な国際標準化の推進に関する提言”[1]を2004年に公表し，その中で国際標準化の必要性を明らかにしている．政府の知的財産戦略本部は2005年に“知的財産推進計画2005”[2]を発表して，知的財産の活用をめざした国際標準化活動の強化を指摘すると共に，標準化活動の人材育成に言及している．同じ頃，文部科学省科学技術政策研究所は標準化教育のレポート[3]を発表している．

国士舘大学の知財法学研究科[4]は，これらの社会的要請を考慮し，知財関連法学の習得を基礎に，法学・経営学・工学の領域をカバーする法的構想力を備えた専門家の養成を目指して，2006年春に設置された．設置の趣旨にも“知的財産推進計画2005”が引用されている．標準化の戦略的な運用に必要な教育と研究にも重点が置かれている．
2006年度からこの知財法学研究科に設けられた科目“国際標準化戦略論”の講義を主として修士1年の学生を対象に既に2期にわたって行い，その中で明らかになった標準化人材育成の課題をここに整理する．
2.“国際標準化戦略論”
大学院便覧はこの科目を次のように紹介している．

国内規格を国際規格に一致させることが，産業先進国の条件になり，国際規格に適合した製品であることを輸入の条件とする国が増えて，国際規格が国の戦略の対象になりつつある．国，企業にとっては，それらがもつ先端技術を国際に提案して国際規格としての承認を得ることが，知的資源を有効に活用することに繋がる．本講では，講師のIEC/TC100戦略諮問会議(AGS)議長(Chair)およびISO/IEC JTC1/SC34におけるConvener/Project editorとしての経験に基づき，
－国際標準化組織(ISO, IEC)における活動の内容を示し，
－効率的な国際規格開発の指針と戦略を与え，
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－国際規格に整合した国内規格(JIS)の開発についても言及する．
その内容(2006年度)は，表1に示す15回の講義(1回90分)から構成された．本講の概要は，2007年2月のICES Workshop[5]に報告された．
表1　国際標準化戦略論の構成

	回数
	講義課題

	 1
	国際標準化とその必要性

	 2
	国際標準化会議の実際(IEC/TC100関連会議)

	 3
	国際標準化組織とその活動

	 4
	国際規格と他の規格

	 5
	国際標準化の手続

	 6
	国内標準化の組織と手続

	 7
	国際標準に資する人材育成およびマネジメント規格(特別講演)

	 8
	標準化における知財の扱い

	 9
	コンソシアムによる標準化(特別講演)

	10
	TR, Fast-track, PAS利用戦略

	11
	幹事国業務(特別講演)

	12
	標準化に関するアジアの支援と協力

	13
	翻訳規格作成演習

	14
	ISOおよびIECの新作業課題提案作成演習

	15
	ISOおよびIECの規格原案作成演習


筆者の経験と知識ではカバーできない範囲については，その分野の専門家に特別講義をお願いした．第2回の講義では，ちょうどその直前に行われたIEC/TC100関連会議の内容を紹介し，現在進行中の国際標準化作業の感触を伝えた．第9回の特別講演でも，その直前に開催されたW3Cの会議のようすが紹介されている．
2007年度には関連する国際会議の日程に応じて講義の順序を幾分変更している．さらに特別講義として，経済産業省の和泉室長に“国際標準化への取組みの重要性”を講義いただくと共に，ちょうど講義の日に開催された画像電子学会の国際標準化教育研究会[6]に受講生を参加させ，関係者との議論を経験させた．
3. 講義内容の項目例
幾つかの講義に用いたプレゼンテーション資料の主要項目を次に示す．
10. TR, Fast-track, PAS利用戦略

10.1 W3C勧告と標準情報(TR)との並行作業 

10.2 標準情報(TR)とFast-trackとを用いたRELAXの国際標準化 

10.3 PASによるODFの国際標準化 
10.4 Fast-trackによるOOXMLの国際標準化

10.4 IEC/TC100におけるTAの設立
14. ISOおよびIECの新作業課題提案作成演習

例示する課題(または他の新たな課題)の中から選択した2課題について，NP(新作業課題提案)フォームの
(1) 適用範囲(Scope) 

(2) 目的および必要性(Purpose and justification) 

の内容を記入する．
15. ISOおよびIECの規格原案作成演習

現在作成途中のIECの規格原案を示す．これのclause中に赤のフォントで記された日本語記述を規定内容として適切な英文に翻訳する．この演習によって，国際規格文書の表記を習得する．

4. 他への適用
この講義内容の一部は，次の講義/研修にも適用している．
(1) 大阪工業大学 大学院 情報科学研究科，"情報科学特論"の講義の一部, 2007年度前期
(2) 日本規格協会，第1回 国際標準化リーダーシップ研修, 2008年1月22日
(3) 日本規格協会，第2回 国際標準作成研修, 2008年2月12日

5. 課題
2007年度後期の講義終了までに気付いた課題を次に整理する．
(1) 標準化は，ISOの多くのTCの存在からも明らかなように，極めて多くの分野について行われている活動であり，筆者が関与した分野はそのごくわずかに過ぎず，そこでの経験の演繹をもってこれが国際標準化戦略ということはできない．多少一般化できる経験はISOとIECとでほぼ共通化している標準化作業に関するものであるが，それをいかに整理して示しても，国際標準化戦略を語るための必要条件の一部を示すに過ぎない．

そこで法学関連の講義に見られるような体系立った講義を行うことは目標とせず，国際標準化に関する導入を論じた後は，筆者が経験した情報技術の1分野における事例研究を示すこととし，"戦略論"もその分野のその時代において有効であったものとした．

(2) 技術の国際標準化戦略は標準化対象としての技術があってはじめて成立するものである．知財法学研究科では基礎的に技術の習得も視野に入れているが，直ちに国際標準化戦略を議論するには困難かあり，その議論の前に事例に示す関連する技術の解説が必要である．
(3) 標準化戦略は，標準化作業に参加する個人，企業，国に関してそれぞれ異なり，標準化団体もまたそれらとは異なる戦略をもつ．そこで，個人，企業，国および標準化団体はそれぞれの立場で国際標準化戦略を練り，その推進を図る必要がある．そこで講義においては，たとえば企業に視点をおいた標準化戦略という絞込みを行う必要がある．
(4) 国際情勢によって変化する標準化戦略には，過去の経験の延長では議論できない内容が多く，今後の大学院での研究等への期待がある．

(5) 標準化に関連する参考資料はWeb上に分散しており，その内容の時間的変化が大きくて，教材のかなりの部分はハイパリンク集にならざるを得ない．

(6) 学生に国際標準化戦略の必要性を実感させるためには国際標準化会議へのオブザーバ参加が望まれるが，その実現は必ずしも容易ではない．
本講の開講にご尽力下さった国士舘大学法学部の加藤直隆教授，快く特別講演をお引受け下さった黒川利明(CSKホールディングス)，大野邦夫(産能開発大)，小倉由紀子(JTC1/SC29 Secr.)，和泉章(経済産業省)の4氏に感謝する．
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